
 1 / 3 
 

報道関係各位 

 

２０１２年８月３０日 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

株式会社博報堂 

 

博報堂ＤＹメディアパートナーズと博報堂、 

人工衛星を活用した宇宙マーケティング支援ビジネスに進出 

～超小型衛星センター「超小型衛星機器搭載スペース」利用事業者に採択される～ 

 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、社長：大森壽郎、以下博報堂Ｄ

Ｙメディアパートナーズ）と、株式会社博報堂（本社：東京都港区、社長：戸田裕一、以下博報堂）

は、超小型衛星センター（代表：東京大学大学院 工学系研究科 中須賀真一教授）が主導す

る、最先端研究開発支援プログラム「日本初『ほどよし信頼性工学』を導入した超小型衛星による

新しい宇宙開発・利用パラダイムの構築」（以下「ほどよしプロジェクト」）の「機器搭載スペース利用

事業者公募」に採択され、同センターと超小型衛星の利用事業実証を共同で推進していくこととな

りました。 

 

 超小型衛星センターの推進するほどよしプロジェクトは、低コストかつ短期間での開発が可能な超

小型衛星の開発体制を構築することで、企業や個人も参加できる宇宙開発・宇宙利用の可能性

を切り開くことを目的としており、２０１０年３月から２０１４年３月末の間に４基の超小型衛星の開発

と打ち上げを行うプロジェクトです。 

 

２０１３年に打ち上げが予定されている「ほどよし３号」「ほどよし４号」の衛星内には、利用事業者

が自由に利用できる空間である「機器搭載スペース」が設けられており、電子機器、広報・メディアツ

ール等を搭載することが可能です。 

業種や分野を問わず、さまざまな企業等が人工衛星を利用したマーケティングソリューションやコミ

ュニケーション、サービスの有効性を検証することができ、実用的な宇宙利用の可能性が拡がります。 

 

博報堂ＤＹメディアパートナーズと博報堂は、機器搭載スペースを「ＳＰＡＣＥ ＣＲＥＡＴＩＶＥ ＳＰ

ＡＣＥ」™と定義し、ほどよしプロジェクトへの参画を通じて人工衛星を利用した宇宙マーケティング事

業開拓の検討と、新しいビジネス開発を進めてまいります。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

  博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報室 加藤  ０３－６４４１－９３４７ 

  博報堂広報室    藤井、山野 ０３－６４４１－６１６１ 
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■「ＳＰＡＣＥ ＣＲＥＡTＩＶＥ ＳＰＡＣＥ」™  について 

博報堂ＤＹグループと超小型衛星センターによる、超小型衛星の機器搭載スペースを活用したプ

ロジェクトの総称。 

 

 

※左右のアンダーバー＿（ＳＰＡＣＥ）は宇宙と空間を、そして中央の四角■（ＣＲＥＡＴＩＶＥ）は、クリ

エイティブなアイデアであたらしい価値を作り出す衛星内のＢＯＸ（機器搭載スペース）を表現して

います。また全体で小型衛星の形状を示します。 

 

■「ほどよし衛星」3 号、4 号の主な特徴 

・大きさ ５０ｃｍ×５０ｃｍ×５０ｃｍ 程度 

・重さ 約５０ｋｇ 

・操作方法 無線通信で地上から衛星を操作／衛星からの情報も地上で取得可能 

・軌道 高度４００～１０００ｋｍ／約９０分で地球を一周 

・使用保証期間 ２年間以上 

・機器搭載スペース １ユニット １０ｃｍ×１０ｃｍ×１０ｃｍ  （一基あたり２ユニット） 

 １ユニットあたりの積載可能重量は５００ｇ以内 

 

 

」
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■超小型衛星センターについて 

 超小型衛星センターは、「ほどよしプロジェクト」の運営を中心的に行う組織です。東京大学の研

究員と次世代宇宙システム技術研究組合の研究員が連携し、主に「新しい衛星ユーザー」「新しい

衛星利用サービス」の開拓や実践を担当する部署です。 

ＵＲＬ： http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/nsat/ 

 

 

 

以上 

 

東京大学 


